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   災害時の通信手段は、どうしますか？ 
  地震などの災害発生時には、通信手段の確保が重要な問題となっています。 
  ＮＴＴにおいては、「阪神・淡路大震災」の経験により、現在では以下に示す 
 サービスを行っています。 

  公衆電話の無料化 

   災害救助法が適用される規模の災害が発生し、かつ、広域停電が発生している 
  場合、被害状況により公衆電話の利用が無料となります。 
・ グリーンのアナログ公衆電話なら緊急ボタンを押し下げ又はコインの投入で通話
できます。（通話後コインは返却されます。） 

・ デジタル公衆電話やＩＣカード公衆電話ならテレホンカードやコインを使わずに
受話器をとることで通話できます。 
無料化措置が取られない場合においても災害時には公衆電話は有効な通信手段とな 
るため、町会用の自主防災マップに公衆電話が設置されている場所を明記したいと思
います。 

  災害用伝言ダイヤル：１７１番 

   地震などの災害発生時は、膨大な数の電話が被災地に集中するため電話がかかりに
くくなります。このような状態でも、家族間で安否の確認や避難場所の連絡等をスム
ーズにできるのが「災害用伝言ダイヤル」です。局番なしの「１７１」にかければす
ぐに「災害用伝言ダイヤル」につながり、簡単な方法で伝言の録音や再生を行うこと
ができます。操作手順は、自主防災マップに記載しています。 

   現在、災害用伝言ダイヤル「１７１」の利用方法を事前に覚えてもらうために、１
月を除く毎月１日に「１７１」の体験利用ができるようになっています。（２４時間
利用可能）防災週間（8/30～9/5）の間も体験利用できます。 

   是非、一度練習してみてください。 
   また、ＮＴＴ東日本のホームページには詳しい「災害伝言ダイヤル」の説明や擬似
体験コーナーなどがありますので一度見てください。 
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